
　この会は門川大学修了生OBを中心に結成され、会員数は２７人で、内訳は女性５人、
男性２２人で活動しています。
　昨年からのコロナ禍で思うような活動ができませんでしたが、平成12年から続いてい
る『保井ヶ浜』清掃作業は、毎年「海の日」に合わせて行ってまいりました。
　会員の高齢化が進み、いつまでできるかわかりませんが、体力・気力が続く限り続けた
いと会員一同かんばっています。

ボランティア団体紹介 

こ 会は門川大学修了生OBを中心に結成され 会員

『ま～いける会』　　　　　　　　

ボランティア団体紹介 
『ま～いける会』　　　　　　　　 会長　松村　博澄

〜

次回12月定例会の予定　＊日程は変更になる場合があります
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　９月定例会は令和２年度の決算認定議会となり、新庁舎建設事業、防災

用備蓄倉庫の整備、公営住宅の改修、さらにコロナ禍の様々な支援事業等に

ついて各常任委員会へ付託・審議され、本会議で採決を行い、全員賛成で認定されました。

　一般質問においても、白熱した議論が交わされ実りある議会となりました。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　岩佐）
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１２/　７（火）

１２/１３（月）

７日（火）

８日（水）

９日（木）

１３日（月）

（開会）議案の上程

一般質問

一般質問

議案の採決（閉会）

　左記の日程で開催を予定して
おります。日程は変更になる場
合がこざいますので、日にちが
近くなりましたら、町のホーム
ページ等でご確認ください。
　
　本会議における傍聴について、
新型コロナウイルス対策が講じ
られている場合には、積極的な
案内はいたしませんのでご理解
ください。  

鳴子川にかかる鉄橋
・令和２年度決算認定……………３P

・一般質問５人が登壇……………６P

・こんなことが決まりました……11P
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一般会計補正予算（第 7 号）（第 8 号）

内コロナ対策に1億 2887 万 5000 円

『４億5985万４０００円』を追加

総額　90 億 5038 万７０００円総額　90 億 5038 万７０００円

新型コロナウイルス感染症対策　（主なもの）
令 和 ２ 年 度 会 計 別 決 算 概 要

ふるさと納税事業　　　　　 1925万円
ふるさと納税を全国に向けて町内産品PR等
を行う。

ICT教育推進事業　　　　 　1232万円
GIGAスクールで整備したタブレットの教育
支援ツール購入等。

休業要請等協力金事業　　　 2925万円
緊急事態宣言の延長で飲食店等への営業時間
短縮要請に伴う協力金。
　期間9/13 ～ 9/30

社会教育施設管理事業　　　 717万円
教育施設の小便器・手洗い自動水栓取替等
（文化会館・クリエイティブセンター・海浜
公園・勤労者体育センター）

町内事業者緊急支援事業　　　4150万円
9月の事業収入が前年または前々年と比べて
減少した事業者に対し、県支援金に町独自で
5万円を上乗せするとともに、県支援金の対
象とならない事業者へ10万円を支給する。

一般会計補正予算（第６号）の専決処分　

　　　　　　　　　　 　全員賛成　承認

3810万円を追加

飲食店等への営業時短要請に伴う協力金　　
期間8/25 ～ 9/12

水道事業会計補正予算　全員賛成　可決
営業外収益　　　　　　　　　165万円
コロナ対策として緊急時の給水袋の購入

特別会計補正予算　　　全員賛成　可決

国民健康保険事業　　　　2億3297万円

後期高齢者医療　　　　　　　 575万円

介護保険事業　　　　　　　　　8505万

（第７号補正質疑）

（第８号補正質疑）　

問　タブレットの支援ツール購入内容は。

答　教育支援ツールとツール設定手数料、そ

れに伴う保険料。

可決
全員賛成

３年度へ明許繰越

水道事業会計剰余金処分

令和３年　　第３回定例会

問　休業要請等協力金、県の事業者緊急支援

金の店舗数は。

答　休業要請は45店舗、県の対象が270件、

対象外が280件、合計の550件
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令和２年度決算認定委員会審査

総務費・消防費　　27億 2490 万円
　交通安全対策、赤ちゃんや大学生等応援臨時給付金事業、消防、水防、
災害対策など。

問　門川中学校の３階にある防災備蓄倉庫には避難物資が貯蔵されていない。
貯蔵すべきではないか。

答　教育委員会とも確認し、貯蔵を検討したい。

財産管理事業　　　　7億 7519 万円　　庁舎跡地利用検討事業　364万円

新庁舎建設事業　　10億 3207 万円

　庁舎維持管理、新庁舎完成に向けての、工事着工や避難路等の整備。

問　新庁舎建設事業の総額がわかる決算報告は行われるのか。
答　単年度決算であるため、令和 3 年度における未払い分が完了すれば、
総額として明らかになる。

企画費　　1億 5051 万円　福祉健康交流研修施設管理費　2億 256万円

　乗合タクシー、ふるさと納税、企業誘致推進、地方創生推進、

地域おこし協力隊、ブランディングプロジェクト、心の杜など

問　町内の企業数は、平成 21 年度の 42 社から 31 年度には 35 社と減少
している。今回、工業団地整備計画が作成されたが、今後の展開は。

答　団地整備は 20 億円以上がかかる。当面は、民間会社が整備した工業団
地において興味を示す企業からの問い合わせがあっている状況もあり、
推移を見守っていく。

　　　　　　▲心の杜遊具整備（デッキ取替）

　　　　　　▲門川高校通線（道路維持舗装補修）

　　　　　　▲大型囲いワナ（鳥獣被害防止総合対策）

　　　　　　▲給食センター建設（現地調査）

▲倉庫内の備蓄品

▲避難路

まちづくり推進課（商工観光）

商工費　4億 633万円
　商品券配布、元気振興券の販売、乙島バンガロー修繕、
心の杜ふれあい多目的広場等の整備など。

問　観光ＰＲの動画の内容は。
答　町の三大祭りとカンムリウミスズメに特化した動画。
　　コロナが落ち着いたらＳＮＳや町のホームページに載せたい。

農林水産業費　3億 2880 万円、災害復旧費 500万円
　担い手支援対策、農業振興品目開拓、畜産・酪農収益力
強化整備等特別対策、松くい虫防除、特用林産物事業、
県産農畜水産物応援消費推進、海面漁業放流、
漁船燃費向上対策、水産基盤整備事業など。

問　有害鳥獣は令和元年度と比べてどうか。
答　捕獲頭数は年々増えている。被害件数は横ばい。

建設課

土木費　3億 8076 万円、災害復旧費 122万円
　南町平城線や門川高校通線などの道路維持舗装補修、
平城区画１号線などの道路改良、交通安全施設、
町営住宅の貯水槽改修や屋根改修など。

問　高速バス停留所の防犯カメラは何台設置したのか。
答　３台設置した。　

環境水道課

環境衛生費 7495万円、清掃費 2億 9144 万円、
簡易水道事業特別会計、水道事業会計
　広域連合分担金、合併浄化槽設置補助、
ごみ収集運搬、中継施設運転管理、
不燃ごみ処理業務委託、
衛生センター運転管理委託など。
　簡易水道事業は、給水戸数 119戸。
　水道事業は、給水戸数 7,466 戸。
老朽管布設替 2,409.9m、消火栓 4基更新など。

問　水道管の耐震化はどれくらい進んでいるか。
答　配水本管 150㎜以上の基準を設けているが、
　　それに適合しているのは 20.5％となっている。　

農林水産課・農業委員会

教育費7億 5306万円
　学力向上支援、ＩＣＴ教育推進、トイレ洋式化、
奨学金貸付、スクールバス運行、自治公民館活動、
文化および体育施設管理、図書館、学校給食、
給食センター建設事業など。

問　学校給食費の業務委託先は何件。
答　調理、配送業務ともそれぞれ 1件。

　教育課　 衛生費　2億 5742 万円　民生費　6億 3232 万円　
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
　感染症予防事業、健康増進事業、母子保健事業、
敬老事業、保険給付費など　

問　訪問看護は 130件で前年度よりも少ないが。
答　訪問看護件数は増加傾向だったが、新型コ
ロナの影響による一次的な減少ではないか
と推測している。

社会福祉費　　９億 9317万円

児童福祉費　１１億 9388万円

　総合福祉センター管理委託、障がい者相談支援事業、
子育て人づくりセンター業務委託、子ども医療費の扶
助費等

問　子育て人づくりセンターにおける病後児保育の
取り組みは。

答　看護師不足等の課題もあり、実施できなかった。

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

総
務
財
政
厚
生
常
任
委
員
会

総務課

財政課・新庁舎建設室

まちづくり推進課

健康長寿課 福祉課
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若い世代の子育て応援は

経済的負担軽減策を継続していく

岩佐　祐一　議員

町長
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あなたの声を町政に一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

５人が登壇!

町
長

町
長

町
長

町
長

▲のぼり旗

▲窓口設置の案内

いわさ  　   ゆういち

でぐち  　  まれとし
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コロナワクチン接種によるリスクがあるが　
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用
は
２
億
２
千
３
百
44

万
円
で
あ
り
、
昨
年
度
対

比
４
％
増
で
あ
る
。
ご
み

減
量
化
と
処
理
コ
ス
ト
低

減
に
つ
い
て
本
町
の
取
り

組
み
は
。

問
清
掃
工
場
に
町
外
の
方

が
持
ち
込
み
ご
み
が
増
え

て
い
る
の
で
は
。

問
燃
え
る
ご
み
の
内
４
割

が
生
ご
み
。
そ
の
生
ご
み

の
内
７
割
が
水
分
で
あ
る
。

生
ご
み
減
量
化
の
取
り
組

み
は
。

町
長

町
長

町
長

町
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

▲側溝清掃▲側溝清掃

▲清掃工場

みずなが  　  　まさつぐ やまおか  　  　せつお
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▲新庁舎

▲開通式

▲スマートインターの全景

問
町
長
に
就
任
以
来
、
多

く
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
が
、
就
任
時
か

ら
今
日
ま
で
の
変
革
を
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

問
こ
れ
か
ら
の
課
題
解
決

に
今
一
度
尽
力
さ
れ
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長

町
長

一　

般　

質　

問

自然、社会環境の変革対応は　　　

自然災害、社会インフラへの着実な実績

請関　義人　議員

町長

第３回臨時会　　令和３年８月２５日（水）
下記案件は全て全員賛成で可決となりました　　　

議　　案 予算（単位：千円）

一般会計補正予算（第４号）専決処分の承認　コロナワクチン土曜日接種の経費等計上

一般会計補正予算（第５号）専決処分の承認　コロナに対する町独自の給付金支給

令和２年度門川町学校給食センター敷地造成工事請負変更契約

令和３～４年度門川町学校給食センター建築主体工事請負契約      

令和３～４年度門川町学校給食センター電気工事請負契約

39,573

57,875

9,021

351,340

125,400

うけぜき  　   よしとこ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

委
員
で
あ
っ
た
和
田
裕
次
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
吉
田
貴
子

氏
を
推
薦
す
る
た
め
に
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。

(

可
決
・
全
員
賛
成)

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

現
委
員
の
金
丸
正
文
氏
の
任
期
が
令

和
３
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

後
任
に
新
名
章
氏
を
任
命
す
る
た
め
に
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

(

同
意
・
全
員
賛
成)

門
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
機
械
設
備
工

事
を
行
う
も
の
で
、
入
札
方
法
は
、
地

元
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
推
進
す
る
た

め
分
離
発
注
と
し
、
九
州
管
内
の
特
定

建
設
業
者
と
門
川
町
及
び
日
向
市
並
び

に
延
岡
市
内
に
本
店
を
置
く
業
者
と
の

共
同
企
業
体
を
対
象
と
し
た
条
件
付
一

般
競
争
入
札
で
行
い
、
入
札
の
結
果

「
九
電
工
・
東
栄　

特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
」
が
落
札
。

(

可
決
・
全
員
賛
成)

町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　

議
員
活
動
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
支

援
策
、
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、
出
産
、
育
児
、
介

護
な
ど
議
員
と
し
て
活
動
す
る
に
当
た

っ
て
の
諸
要
因
に
配
慮
す
る
た
め
、
議

会
へ
の
欠
席
事
由
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
出
産
に
つ
い
て
は
母
性
保
護
の
観

点
か
ら
産
前
８
週
・
産
後
８
週
の
欠
席

期
間
を
規
定
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
請
願
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
議
会
へ
の
請
願
手
続
き
に

つ
い
て
、
一
律
に
求
め
て
い
る
押
印
の

義
務
付
け
を
見
直
し
、
署
名
又
は
記
名

押
印
に
改
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

(

可
決
・
全
員
賛
成)

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ

り
、
感
染
症
対
策
に
巨
額
の
財
政
出
動

が
行
わ
れ
る
中
、
次
年
度
以
降
の
地
方

財
源
が
十
分
に
確
保
で
き
る
の
か
、
大

き
な
不
安
が
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
政

府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
新
た
な
行
政
需
要
も
把
握
し
つ

つ
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、

地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
地
方
財
政
予
算
全
体
の
安

定
確
保
に
む
け
て
、
政
府
に
意
見
書
の

と
お
り
対
策
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

(

可
決
・
全
員
賛
成)

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
変
異
株
の
猛
威
も
加
わ
り
、
各
方

面
に
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ
の
不
安

が
続
い
て
い
る
中
で
、
地
方
財
政
は
、

来
年
度
に
お
い
て
も
巨
額
の
財
源
不
足

が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
の
対
応
に
は
、
地
方
税
財
源
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
に
対
し
、
令
和

４
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制

改
正
に
向
け
、
意
見
書
の
と
お
り
確
実

に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

(

可
決
・
全
員
賛
成)

　

毎
年
11
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す

「
議
会
報
告
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

本
年
度
も
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

代
替
案
を
議
会
報
告
会
実
行
委
員
会
で

検
討
中
で
す
。

人
事
案
件

契
約
案
件

発
　
委
　
・ 

発 

議

議
会
報
告
会
中
止
の
お
知
ら
せ



　この会は門川大学修了生OBを中心に結成され、会員数は２７人で、内訳は女性５人、
男性２２人で活動しています。
　昨年からのコロナ禍で思うような活動ができませんでしたが、平成12年から続いてい
る『保井ヶ浜』清掃作業は、毎年「海の日」に合わせて行ってまいりました。
　会員の高齢化が進み、いつまでできるかわかりませんが、体力・気力が続く限り続けた
いと会員一同かんばっています。

ボランティア団体紹介 

こ 会は門川大学修了生OBを中心に結成され 会員

『ま～いける会』　　　　　　　　

ボランティア団体紹介 
『ま～いける会』　　　　　　　　 会長　松村　博澄

〜

次回12月定例会の予定　＊日程は変更になる場合があります

議会だより
令和３年１１月１日発行（３ヶ月毎　年４回発行）令和３年１１月１日発行（３ヶ月毎　年４回発行）

■発行者／門川町議会議長　神﨑千香子
■編集／議会広報編集特別委員会
　〒889-0625　宮崎県東臼杵郡門川町平城東１番１号　TEL:(0982)63－1140
■議会広報編集特別委員会／委員長　岩佐祐一　副委員長　広瀬拓也
　　　　　　　　　　　　　委　員　森　誠一　森川春夫　山岡節夫
■印刷／ヤマシタ印刷

　９月定例会は令和２年度の決算認定議会となり、新庁舎建設事業、防災

用備蓄倉庫の整備、公営住宅の改修、さらにコロナ禍の様々な支援事業等に

ついて各常任委員会へ付託・審議され、本会議で採決を行い、全員賛成で認定されました。

　一般質問においても、白熱した議論が交わされ実りある議会となりました。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　岩佐）

議会だより
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1111
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2021
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2021

１２/　７（火）

１２/１３（月）

７日（火）

８日（水）

９日（木）

１３日（月）

（開会）議案の上程

一般質問

一般質問

議案の採決（閉会）

　左記の日程で開催を予定して
おります。日程は変更になる場
合がこざいますので、日にちが
近くなりましたら、町のホーム
ページ等でご確認ください。
　
　本会議における傍聴について、
新型コロナウイルス対策が講じ
られている場合には、積極的な
案内はいたしませんのでご理解
ください。  

鳴子川にかかる鉄橋
・令和２年度決算認定……………３P

・一般質問５人が登壇……………６P

・こんなことが決まりました……11P


